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す
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。
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新学期　安心・安全通学路 

小さな命を守る 

あなたの安全運転 
　新学期が始まって間もない4～6月は、子

どもの交通事故が増える傾向にあります。

新学期のスタートを前に、大人も子どもも交

通安全の意識を高め、安心・安全に通学

できる環境づくりに努めましょう。 

通学路の安心・安全に携わる地域の方 

「松枝ふれあいたい」 

Interview
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岐阜羽島警察署　交通課 

加藤 優弥 巡査長 

会長 

南谷 富雄さん 

安全運転に　引き続きご協力を！ 
― 令和2年の交通事故を振り返って ― 

高齢ドライバー による交通事故は依然高止まり傾向が続いています 
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　町や岐阜県警察では、運転免許証返納者や高齢

ドライバー向けの支援策を展開しています。運転に

不安を感じた際などには、お気軽にご相談ください。 
▲【笠松町】運転免許証 

自主返納者への支援事業 
▲安全運転相談 

ダイヤル（#8080） 

※交通事故に関わった人の中で最も過失が重い人 
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